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導入手順書 

1. はじめに 

本書は、SS-MIX2 検索システムの導入手順を説明しています。 

1.1 導入環境 

本システムの導入にあたっては、以下の環境が必要になります。 

 SS-MIX2 検索システム用 Web サーバ 

 WindowsServer 系または LINUX 系の OS で Java7、Apache Tomcat7.x が動作可能であること。 

（CentOS6.x 又は Red Hat6.x を推奨） 

 SS-MIX2 ストレージと同一サーバ、もしくは SS-MIX2 ストレージをネットワークマウント等によっ

て参照できる状態であること（セキュリティ上、SS-MIX2 ストレージと同一サーバは推奨しない） 

 クライアント PC から Web ブラウザでアクセス状態であること。 

 50GB 以上の空き容量 2GB 以上の RAM 
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2. SS-MIX2 GW Web サーバの設定 

本章では SS-MIX2 GW のアプリケーションを配備する SS-MIX2 GW Web サーバの設定について説明しま

す。 

設定は CentOS6.6 を basic server オプションでインストールした際の例を記載しています。 

OS やインストールオプションにより設定内容は変更してください。 

2.1 Tomcat 起動ユーザ作成 

Tomcat の起動ユーザを作成します。 

 

 

2.2 Java のインストール 

CentOS6.6(basic server)では OpenJDK7 が初期インストールされていますが、Java SE 7 のインストールを

行う際の手順です。 

1. Java のインストール 

 

※上記は、jdk-7u71-linux-x64.rpm を取得し、AP サーバの/opt/に配置した例として記載します。 

※パッケージ取得先(http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/java-archive-downloads-

javase7-521261.html#jdk-7u71-oth-JPR) 

※yum コマンドを利用する際にインターネットに接続している事を前提に記載しています。 

2. インストールした Java を標準設定に変更する 

 

※最後の「17071」は Java のバージョンを記載しています。（jdk1.7.0_71 の例） 

例） 

    alternatives --install /usr/bin/java java /usr/java/default/bin/java 17071 

例） 

    yum localinstall --nogpgcheck /opt/jdk-7u71-linux-x64.rpm 

例） 

    useradd -s /sbin/nologin tomcat 
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※上記の場合「3」を入力します。 

 

2.3 Apache Tomcat のインストール 

1. Tomcat の ZIP ファイルを任意の展開用一時ディレクトリに配置する。 

※AP サーバの/opt/に apache-tomcat-7.0.57.zip を配置した例として記載します 

※パッケージ取得先(http://archive.apache.org/dist/tomcat/tomcat-7/v7.0.57/bin/) 

2. Tomcat の ZIP ファイルを解凍して展開する 

※AP サーバの/opt/に apache-tomcat-7.0.57.zip を配置した例として記載します 

 

3. 展開した Tomcat ディレクトリを、Tomcat を配置したいディレクトリへ移動しシンボリックリンクを作成する 

※/opt/apache-tomcat-7.0.57/にシンボリックリンクで/opt/tomcat/でアクセスする例 

 

4. Tomcat の環境設定用に setenv.sh を作成する 

例） 

    mv apache-tomcat-7.0.57/ /opt/ 

    ln -s /opt/apache-tomcat-7.0.57 /opt/tomcat 

 

例） 

    unzip apache-tomcat-7.0.57.zip 

例） 

    alternatives --config java 

    --------------------------------------- 

 

3 プログラムがあり 'java' を提供します。 

 

  選択       コマンド 

----------------------------------------------- 

*+ 1           /usr/lib/jvm/jre-1.7.0-openjdk.x86_64/bin/java 

   2           /usr/lib/jvm/jre-1.6.0-openjdk.x86_64/bin/java 

   3           /usr/java/default/bin/java 

 

Enter を押して現在の選択 [+] を保持するか、選択番号を入力します: 
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5. Tomcat 配置ディレクトリ配下のオーナーを「2.1Tomcat 起動ユーザ作成」で作成したユーザにする 

 

6. OS 起動時／終了時に Tomcat の起動／停止を行う設定をする 

init.d ファイルの作成 

※設定内容は init.d フォルダ内の「tomcat」ファイルを参照してください。 

 

OS 起動時／終了時に tomcat の起動／停止を行うように設定する 

 

7. ファイルに実行権限を付与する 

 

8. Tomcat の管理コンソールユーザを設定する 

例） 

    chmod 755 /opt/tomcat/bin/*.sh 

chmod 755 /etc/init.d/tomcat 

例） 

    /sbin/chkconfig --add tomcat 

    chkconfig tomcat on 

例） 

    vi /etc/init.d/tomcat 

例） 

    chown tomcat:tomcat -R apache-tomcat-7.0.57 

    chown tomcat:tomcat -R tomcat 

 

例） 

    vi /opt/tomcat/bin/setenv.sh 

    --------------------------------------- 

    #!/bin/sh 

 

    JAVA_HOME=/usr/java/default 

    CATALINA_HOME=/opt/tomcat 

    CATALINA_OPTS="-Xms64M -Xmx1024M" 

    export JAVA_HOME CATALINA_HOME CATALINA_OPTS 

    --------------------------------------- 
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2.4 ファイヤウォールのポート開放 

1. クライアント PC の Web ブラウザにて HTTP で接続するためのポートを解放する 

※ ファイアウォールのポート解放はネットワーク管理者等と相談の上検討してください。 

2.5 SS-MIX2 ストレージとの接続設定 

1. SS-MIX2 ストレージを 4.1 で作成したユーザが参照可能な状態にする 

SS-MIX2 検索用 Web サーバと SS-MIX2 ストレージが同一サーバの場合には、2.1 で作成したユーザに

SS-MIX2 ストレージの参照権限を与える 

SS-MIX2 検索用 Web サーバと SS-MIX2 ストレージが異なるサーバ上に存在する場合には、ネットワー

クマウント等で SS-MIX2 検索用 Web サーバから SS-MIX2 ストレージを参照可能な状態にした上で、4.1

で作成したユーザに SS-MIX2 ストレージの参照権限を与える 

 注意点 

① SS-MIX2 検索用 Web サーバが Linux かつ SS-MIX2 ストレージが Windows の場合、SS-MIX2

ストレージが再起動されるとネットワークマウントが外れ、再マウントが出来ない状態になります 

この場合 SS-MIX2 検索用 Web サーバを再起動後に再マウントを行う必要があります 

SS-MIX2 ストレージの再起動前にマウントを解除し、再起動後に再マウントを行う運用を推奨し

ます 

2.6 sudo コマンドの権限設定 

1. ストレージマウントを行うために sudo コマンドの権限を変更します。 

例） 

    vi /opt/tomcat/conf/tomcat-users.xml 

    --------------------------------------- 

    <?xml version='1.0' encoding='utf-8'?> 

      ・・・・・ 

        <role rolename="manager"/> 

        <role rolename="manager-gui"/> 

        <user username="mcdrs" password="manager" roles="manager, manager-gui"/> 

    </tomcat-users> 

    --------------------------------------- 
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① Host_Alias に「LOCAL」の名称で SS-MIX2 検索用サーバの IP アドレスを指定します。 

② Cmd_Alias に「SSMIX2MOUNT」の名称で「mount-file.sh」「mount-web.sh」を指定します。 

③ 「Defaults:tomcat !requiretty」を追記し tomcat ユーザに tty なしで sudo できるように設定します。 

④ 「root ALL=(ALL) ALL」の行の下に「tomcat LOCAL=(root) NOPASSWD:SSMIX2MOUNT」を追記します。 

※  Host_Alias には「localhost」や「127.0.0.1」は指定できません。 

2.7 ストレージマウントの自動化 

1. OS 起動時／終了時に SS-MIX2 ストレージのマウント及び解除を行う設定をする 

init.d ファイルの作成 

※設定内容は init.d フォルダ内の「ssmix2_mount」ファイルを参照してください。 

 

OS 起動時／終了時に hbase の起動／停止を行うように設定する 

例） 

    vi /etc/init.d/ ssmix2_mount 

例） 

    visudo 

----------------------------------------------------------- 

## Sudoers allows particular users to run various commands as 

## the root user, without needing the root password. 

## 

・ 

・ 

Host_Alias LOCAL = 192.168.137.145 

Cmnd_Alias SSMIX2MOUNT = /opt/ssmix2gw/command/file-mount.sh,/opt/ssmix2gw/command/webdav-mount.sh 

・ 

・ 

Defaults    requiretty 

Defaults:tomcat !requiretty 

・ 

・ 

## Allow root to run any commands anywhere 

root    ALL=(ALL)       ALL 

tomcat LOCAL=(root) NOPASSWD:SSMIX2MOUNT  

・ 

・ 
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・最終行に「/etc/init.d/ssmix2_mount start」を追記します。 

2. init.d ファイルに実行権限付与する 

 

 

2.8 アプリケーション環境の設定 

1. SS-MIX2 検索システムの設定アーカイブファイルを配置する。 

SS-MIX2 検索システムの設定アーカイブファイル「ssmix2gw.zip」ファイルを/opt/に配置する 

 

2. SS-MIX2 検索システムの設定アーカイブファイルを解凍する。 

 

※ SS-MIX2 検索システムの設定ファイルはデフォルトでは上の例で展開した Path を参照します。 

3. オーナーの変更 

 

4. 実行権限の付与 

例） 

    chown tomcat:tomcat -R  /opt/ssmix2gw 

    chown tomcat:tomcat -R  /opt/mount_ex 

    chown tomcat:tomcat -R  /opt/mount_st 

例） 

    cd /opt/ 

    unzip – o ssmix2gw.zip 

例） 

    /opt/ssmix2gw.zip 

例） 

    chmod 755 /etc/init.d ssmix2_mount 

例） 

    vi /etc/rc.d/rc.local 

-------------------------------------- 

#!/bin/sh 

# 

# This script will be executed *after* all the other init scripts. 

# You can put your own initialization stuff in here if you don't 

# want to do the full Sys V style init stuff. 

 

touch /var/lock/subsys/local 

/etc/init.d/ssmix2_mount start 
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2.9 WebDAV マウントについて 

SS-MIX2 GW では SS-MIX2 ストレージをマウントする際にネットワーク共有の他に WebDAV ディレクトリを

マウントして利用することが可能です。 

ここでは WebDAV をマウントする為の設定について説明します。 

1. RPMforge リポジトリのインストール 

 

※ RPMforge リポジトリは「http://pkgs.repoforge.org/rpmforge-release/」よりダウンロードできます。 

2. davfs2 のインストール 

 

※yum コマンドを利用する際にインターネットに接続している事を前提に記載しています。 

 

3. ユーザ認証の設定 

 

最終行に SS-MIX2 ストレージ、SS-MIX2 拡張ストレージの WebDAV の URL と認証用ユーザ、パスワードを指定 

してください 

※ <URL> <USER> <PASSWORD>の形式で指定します。 

例） 

vi /etc/davfs2/secrets 

----------------------------------------------------------------------------------- 

・ 

・ 

# Examples 

# /home/otto/.davfs2/certs/private/otto.crt  geheim 

# otto_private.crt              "this is extraordinary secret" 

# "otto private.crt"            this\ is\ secret,\ too. 

 

http://192.168.137.146/WebDav/std gwUser gwPassword 

http://192.168.137.146/WebDav/ext gwUser gwPassword 

例） 

yum install -y davfs2 

例） 

   yum localinstall --nogpgcheck /opt/tools/rpmforge-release-0.5.3-1.el6.rf.x86_64.rpm 

例） 

   chmod 755 /opt/ssmix2gw/command/*.sh 

http://pkgs.repoforge.org/rpmforge-release/
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2.10 アプリケーションの配備 

 

1. Tomcat 管理コンソールへの接続 

クライアント PC の Web ブラウザを立ち上げで TOMCAT コンソールを開きます。 

http://[APサーバ IP アドレス]:8080/ 

 
 

Manager Appボタンを 

クリックします。 

http://[ap/


SS-MIX2 GW   

導入手順書   更新日付:       2015/2/21 

 

 

 Copyright © 2014 KIS, Inc. All Rights Reserved. Page 13 

 

1. Tomcat 管理コンソールの認証 

Web ブラウザ起動の初回アクセス時には認証用ユーザ及びパスワードが要求されます。 

2.3 Apache Tomcat のインストールで設定した「tomcat-users.xml」のユーザ ID とパスワードを入力して

ください。 
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1. WAR ファイルの配備 

WEB アプリケーションマネージャの最下部にある「WARfile to deploy」より WAR ファイルを選択してアプ

リケーションを配備します。 

「SS-MIX2Viewer.war」アップロードしてください。 

 

 

 
 

 

 

 

WARファイルを選択後、 

Deployボタンをクリックしま

す 

WARファイルを選択します。 

参照ボタンをクリックします 
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2.11 アプリケーション配備の解除 

1. Tomcat 管理コンソールへの接続 

エラー! 参照元が見つかりません。 エラー! 参照元が見つかりません。の手順で TOMCAT コンソール

を開いて TOMCAT WebApplication Manager を開きます。 

 
 

※ 配備解除後は、TOMCAT の再起動又は、OS を再起動してください。 

2.12 アプリケーション設定 

 

2.12.1 ログイン 

1. システムのログイン画面を開きログインします。初期状態では下記のユーザが登録されています。 

 

 

URL: [本システムの URL]/LoginForm 

 

ログイン ID： admin 

パスワード：  ssmix2 

Undeployボタンをクリック

して配備解除します。 
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2.12.1 ユーザアカウント管理 

メニュー「ユーザアカウント管理」を選択して下さい。 

ユーザを新規登録する場合には「新規登録」ボタンをクリックして下さい。 

登録済のユーザの情報を修正する場合には、「修正」ボタンをクリックして下さい。 

ユーザを削除する場合には「削除」ボタンをクリックして下さい。 

 

設定できる権限は以下の通りです。 

 システム設定 アプリケーションメニューの全てのメニューが選択できます。 

 ユーザアカウント管理「ユーザアカウント管理」「パスワード変更」メニューが選択

できます。 

 SS-MIX ストレージ検索：SS-MIX ストレージ検索を行うことが可能です。本アプリケ

ーション管理画面にはログインできません。 
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「確認」ボタンをクリックすると、入力内容が表示されます。 

 

「登録」ボタンをクリックして登録して下さい。 
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2.12.1 パスワード変更 

ユーザが自身のパスワードを変更する画面です。 
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2.12.2 システム設定 

 

本アプリケーションのシステム設定を行います。 

 

 
 

設定項目 

 

項目 設定値 

ストレージ識別名称 ストレージを識別するための名称 

検索時の認証 ストレージ検索の検索時に、ユーザ認証をする

かどうか。 

患者 ID の桁数 検索対象のストレージの患者 ID の桁数。桁数

に満たない ID が検索条件で指定された場合に
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は、患者 ID 補完文字列に指定した文字を補完

する。「0」に指定した場合、桁数に関わらず

ID の保管処理は行わない。 

患者 ID 補完文字列 患者 ID の桁数が「0」以外の場合で、検索条件

に指定された患者 ID 桁数が指定された桁数に

満たないときに補完する文字列。半角英数で指

定する。 

患者 ID 補完方法 患者 ID を補完する際の方法として、前詰め、

後詰めを指定する。 

データ保存 Path 本アプリケーションの管理画面で登録されるデ

ータを保存するパスを指定する。 

SS-MIX2 標準化ストレージ設定 「マウント」を選択すると、「設定」ボタンク

リック時に、設定された情報で SS-MIX2 標準化

ストレージのルートディレクトリに対してマウ

ント処理を実行する。 

「アンマウント」を選択すると、「設定」ボタ

ンクリック時に、SS-MIX2 標準化ストレージの

ルートディレクトリに対してアンマウント処理

を実行する。 

 マウント PATH マウントポイントを示す PATH。 

 ネットワーク PATH 標準化ストレージのルートフォルダを示すネッ

トワーク PATH。 

 ネットワークユーザ 標準化ストレージのルートフォルダへのアクセ

ス権限を持つアカウント名。 

 ネットワークパスワード 標準化ストレージのルートフォルダへのアクセ

ス権限を持つアカウントのパスワード。 

SS-MIX2 拡張ストレージ設定 「マウント」を選択すると、「設定」ボタンク

リック時に、設定された情報で SS-MIX2 拡張ス

トレージのルートディレクトリに対してマウン

ト処理を実行する。 

「アンマウント」を選択すると、「設定」ボタ

ンクリック時に、SS-MIX2 拡張ストレージのル

ートディレクトリに対してアンマウント処理を

実行する。 

 マウント PATH マウントポイントを示す PATH。 

 ネットワーク PATH 拡張ストレージのルートフォルダを示すネット

ワーク PATH。 

 ネットワークユーザ 拡張ストレージのルートフォルダへのアクセス

権限を持つアカウント名。 

 ネットワークパスワード 拡張ストレージのルートフォルダへのアクセス

権限を持つアカウントのパスワード。 
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2.12.3 許可ドメイン設定 

 

検索システムへのアクセスを許可するドメインを登録します。 
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